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ストラヴィンスキー（1882-1971）

ロシア風スケルツォ(シンフォニック版) (約4分)

ストラヴィンスキー(1882-1971)は
作曲家としての経歴の比較的初期から
新時代の大衆音楽に関心を示し、ラグ・
タイムなどジャズ風の作品も手掛けて
きた。米国時代のこの『ロシア風スケル
ツォ』もその一つ。「シンフォニックジャ
ズ」の生みの親であり、ガーシュインに
『ラプソディ・イン・ブルー』を発注した
ポール・ホワイトマン(1890-1967)率
いるホワイトマン・バンドの委嘱による。
1943～44年に作曲したジャズ版の後
でストラヴィンスキーは1944～45年に
シンフォニック版も書き上げた。両者は
編成が異なるだけではなく、ジャズマン
かクラシック奏者かという演奏者の違
いを想定した細かい編曲の違いがある。
シンフォニック版の初演は1946年3月、
サンフランシスコ交響楽団と作曲者自

身の指揮によって行われた。
裏打ちリズムが印象的な軽快なス
ケルツォ主題はト長調、4分の2拍子。
中間部副主題が二度挟まれる明快な
ABAB'Aの形式。このスケルツォ主題
はバレエ『ペトルーシカ』第４場で民衆
たちが夕景の復活祭の市場を行き来す
る音楽、特に「御者の踊り」に酷似して
いる。実際、副主題Bは同場面で何度か
引用されたロシア民謡「若い私は酒宴
で」(譜例１)に基づく変奏で、この作品が
「ロシア風」という名を持つ由来となっ
ている。曲は３度目に主題に戻ると何の
余韻も残さず唐突に終わる。

［解説］一柳 富美子楽曲解説

 2/23（木） 	 	第107回東京オペラシティ定期シリーズ

 2/26（日） 	 	第890回オーチャード定期演奏会

［楽器編成］ フルート2、ピッコロ、オーボエ2、クラリネッ
ト2、ファゴット2、ホルン4、トランペット3、トロンボーン
3、テューバ、ティンパニ、打楽器（シロフォン、タンブリ
ン、トライアングル、ハイハット・シンバル、大太鼓、小太
鼓）、ハープ、ピアノ、弦楽5部

●譜例１
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プロコフィエフ（1891-1953）

交響的協奏曲(チェロ協奏曲第２番ホ短調 作品125)(約39分)

I.	 アンダンテ	（約11分）
II.	 アレグロ・ジュスト	（約18分）
III.	アンダンテ・コン・モート	－	アレ
	 グレット	－	アレグロ・マルカート
						（約10分）

晩年のプロコフィエフ(1891-1953)
は心臓病との闘いを押して、精力的に
チェロの名曲を次々と書いた。その切っ
掛けは、弱冠20歳の音楽学生ロスト
ロポーヴィチ(1927-2007)との出会
いだった。ロストロポーヴィチは、不評
だったプロコフィエフのチェロ協奏曲第
1番op.58のピアノ編曲版を作曲者の前
で名演し、感激したプロコフィエフは、
君の助力で協奏曲を改訂したいと申し
出た。これが最晩年の二人の交流の始
まりである。
ロストロポーヴィチの助言を得て

「チェロ・ソナタ」作品119を完成させ、
その初演直後から協奏曲第1番の改訂
に着手した。プロコフィエフはまず、チェ
ロの教則本や高度な練習曲集などをロ
ストロポーヴィチから借り受けて徹底的
に研究し直した。その結果、素材や基本
的な構造こそ第１番と同じだが主題の
展開や楽想は大幅に加筆され、チェロの
多彩な技巧が織り込まれた。特に管弦楽
は、原題が「交響曲－協奏曲」と付けられ
ているように、交響曲といってよいほど
遥かに充実した曲に仕上がった。初演は

1952年２月18日、ロストロポーヴィチ
独奏、この日が指揮デビューとなったリ
ヒテルによって行なわれた。その後、更に
プロコフィエフは病床で改訂を重ね、最
終的に現在の形で初演されたのは、死後
の1954年12月9日だった。
チェロ・ソナタ同様に、たっぷりとした
旋律線や豊かな歌謡性が特徴で、複雑
な管弦楽と融け合って見事な音楽を形
成している。第１楽章：アンダンテ、ホ短
調、4分の4拍子、三部形式。雄大な第１
主題と抒情的な第２主題、独奏チェロ
の技巧が散りばめられた中間部からな
る。第２楽章：アレグロ・ジュスト、イ短
調、４分の４拍子。自由なソナタ形式。
スケルツォの性格を持ち、激しさと穏や
かさとがコントラストをなして絡み合う
長大な楽章である。第３楽章：アンダン
テ・コン・モート－アレグレット－アレグ
ロ・マルカート、ホ長調、二重変奏曲。二
つの主題による別個の変奏曲が組合わ
さった形式。牧歌的な第１主題とベラ
ルーシ民謡からとった第２主題が４つ
の変奏を従えて展開され、終結部では
チェロの豪快なパッセージに合わせて
管弦楽が第２主題変奏を強奏し、白熱
して終わる。

［楽器編成］	フルート2（2番はピッコロ持ち替え）、オー
ボエ2、クラリネット2、ファゴット2、ホルン4、トラン
ペット3、トロンボーン3、テューバ、ティンパニ、打楽器

（シンバル、トライアングル、小太鼓、大太鼓、タンブリ
ン）、チェレスタ、弦楽5部

ストラヴィンスキー（1882-1971）

バレエ『火の鳥』組曲（1945年版） (約31分)

序奏
火の鳥の前奏と踊り
ヴァリアシオン（火の鳥）
パントマイム	I
火の鳥とイワン王子のパ・ド・ドゥ
パントマイム	II
スケルツォ（王女たちの踊り）
パントマイム	III
ロンド（輪舞）
カッシェイの魔の踊り
子守歌
終曲の讃歌

20世紀前半のパリ芸術界を席巻し
た「ロシア・バレエ団」は、天才興行師・
ディアギレフ(1872-1829)の緻密な計
算によって時間を掛けて練り上げられた
企画で、その前史として1906年から「ロ
シア・シーズン」なる芸術イヴェントが
開催され、ロシア美術展やロシア作品の
みの交響楽演奏会やロシアオペラ抜粋
舞台が実現していた。駆け出しのストラ
ヴィンスキー(1882-1971)がディアギ
レフから依頼されて生まれた三大バレ
エの第１作『火の鳥』も、「ロシア・シーズ
ン」の演し物としてだった。ディアギレフ
集団の初期の演し物はどれもスラヴの
異国情緒がセールス・ポイントで、この
作品も、ロシアの民話に基づく物語と効
果的な民謡の引用がパリっ子たちに歓
迎されて、1910年6月25日のオペラ座で

の初演は大成功を収めた。なお、ディア
ギレフが正式に「ロシア・バレエ団」を結
成するのは1910/11年シーズン、ストラ
ヴィンスキーのバレエに当て嵌めると、
第２作『ペトルーシカ』からである。
『火の鳥』には三つの組曲が存在す
る。大規模な楽器編成で5曲から成る
1911年版、スッキリした2管編成による
7曲構成で最も演奏頻度の高い1919
年版、そしてかなり改変・加筆された10
曲を持つ2管編成のこの1945年版で
ある。1945年版は特に終曲の編曲に対
して好みが分かれ、演奏会や録音で出
会う機会は少ないのだが、プレトニョフ
は逆にこの1945年版を愛好し、自身が
1990年に結成したロシア・ナショナル
管弦楽団のグラモフォンへの初ストラ
ヴィンスキー録音(1996年)にも、また
2015年9月に開催された楽団結成25周
年記念演奏会でも、この1945年版を取
り上げている。
物語は幾つかのロシア民話の定番を
組み合わせたもので、悪の帝王カッシェイ
（「カシチェイ」という表記もある。「カス
チェイ」は間違い）に略奪された姫たちを、
勇敢なイワン王子が火の鳥の魔力を借り
て救出し、最後は悪者を滅ぼす、というお
話である。筆者が実演に欲した限りでは、
プレトニョフは全10曲を続けて演奏する。
①	序奏～火の鳥の前奏と踊り～火の
鳥のヴァリアシオン：夜の情景とカッ
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ひとつやなぎ・ふみこ（ロシア音楽学）／東京藝術大学講師。ロシア音楽研究の第一人者。ロシアオペラ・声楽・
ピアニズムに特に造詣が深い。ロシア音楽研究会主宰。ロシアン・ピアノ・スクールin東京総合監修。研究・執
筆、声楽指導、音楽通訳・翻訳・字幕を手掛け、邦訳した大曲だけでも50を超える。

シェイ帝国の魔の庭園を描写した不
気味な音楽に続いて、イワン王子に追
われて火の鳥登場。そして庭園に実る
黄金の果実と戯れる火の鳥の踊り。

② パントマイムⅠ：舞台転換の役割に相
当。30秒に満たない。

③ 火の鳥とイワン王子のパ・ド・ドゥ：火
の鳥は王子に捕らえられ、王子に懇
願する。

④ パントマイムⅡ：次のシェーナへの準
備。これも	I	同様に短い。

⑤ スケルツォ(王女たちの踊り)：カッ
シェイに囚われて魔法に掛けられた
13人の王女達が登場。黄金のリンゴ
と戯れる。

⑥ パントマイムⅢ：朗々としたホルンが
印象的な、長めの舞台転換。

⑦ ロンド(輪舞)：王女たちの美しい輪
舞。実際のロシア民謡の輪舞「緑萌え
る庭の中を」(譜例２)が主部主題に

使われている。
⑧ カッシェイの魔の踊り：一転して音楽
は邪悪なオーラを放つ。魔王と手下
たちのグロテスクな踊り。トロンボー
ンのグリッサンドが有名である。

⑨ 子守歌：踊り疲れた魔王の一味が
眠りにつく。「バーユ・バーユ」という
ロシア民謡定番の寝かしつけのモ
ティーフが支配する。

⑩ 終曲の讃歌：カッシェイ王国の消滅、
石化していた戦士たちの復活と大団
円。旋律はロシア民謡「門のところで
松の木が揺れる」(譜例３)をそのま
ま引用、何度も繰り返しながらクレッ
シェンド一つで見事に処理して華麗
な終幕を迎える。

［楽器編成］ フルート2（2番はピッコロ持ち替え）、オー
ボエ2、クラリネット2、ファゴット2、ホルン4、トラン
ペット2、トロンボーン3、テューバ、ティンパニ、打楽器

（小太鼓、大太鼓、シンバル、トライアングル、タンブリ
ン、シロフォン）、ハープ、ピアノ、弦楽5部

●譜例 2

●譜例 3


